
様式第1－1号

支 出証拠書

(会派名・議員氏名 ふじのくに県民クラブ． 田口 章）

轄理番号 11－1

経費項目 嗣笥･研修費･広聴広報費･需澗誇鰯債･会議費･資料作成費･資料購入費･事務費･事翻漬･人件費

内 容 県外視察

年 月 日 令和7年11月4日～5日 金 額 58,891円

目 的 別紙幸晧書のとおり

使 途 交通費、宿泊費

政務活動．

県政との

関連性

｡民間主導の不動産特定共同事業(FIKK)｢FIATHACImWOHE」の調査

･自動車産業の動向調査（ジャパンモビリティショー）

＜T貝llX言貝白1Tｲギジ ′

○交通費往復乗車券JR高塚〈=ｳ八戸21,380円①、

新幹線特急券浜松=>東京3,560円②、東京=>八戸6,600円①、八戸言仙台4,070円①、

仙台今東京5,160円①、品川→浜松3,560円③

JR東京=>新木場178円④、東京臨海鉄道新木場一国際展示場272円④、同国際展示場=>大崎335円④

JR大崎=>品川146円④

○宿泊費13,630円

|仙台宿泊理由

i･翌日は独自行動だったが、八戸泊では朝の移動が厳しく、東京泊では宿泊費が高いの
I

｜で、会派メンバーと行動を共にし仙台泊とした。

、

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

58,891円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

58,891円



No.79527613 エクスプレス予紘

表示日 2025年11月6日13時36分

、②領収書
RECEIPT

宛名
RECEIVEDFROM

田口 章 様

お預かり番号

RESERVATIONNUMBER
2597

クレジットカード番号
CARDNUMBER

￥3，560（10％､税込）
(クレジットカード利用･Creditcarduse)

乗車券類のご購入代金
TICKETSPRICE

金額計
TOTALAMOUNT

内容
DETAIL

購入日

D（｢EOFPURCHASE

乗車日
D（｢EOFDEPARTURE

2025年10月24日 2025年11月4日

ひかり636号

浜松
FROM

列車名・券種
利用区間 東京｡"爵

TO

東海旅客鉄道株式会社

CentralJapanRailwayCompany

登録番号T3180001031569

①
R
JR輻

剛書No
窓口-No

８
３

３

MFNo5201160

領 収

f』蝋‘ロ

｜
Ⅱ

圭
日

垂_瞳｜
’

錨 「消費税等込み.10%」
￥37，210円

但し､乗車識(ｸﾚｼｯﾄ扱い)として
ー

識織認黙
蓋播号:T3180001031569

ご利用いただきましてありがとうございます

印紙税申告納

付につき名古屋中村

税務署承認済’
1

1
静岡駅

■現金出納社員



No,89527613 エクスプレス予紘

表示日 2025年11月6日13時36分

③領収書
RECEIPT

宛名
RECEIVEDFROM

田口 章 様

お預かり番号

RESERVATIONNUMBER
2598

クレジットカード番号
CARDNUMBER

￥3，560（10％・税込）
(クレジットカード利用･Creditcarduse)

ＴＮＵＯＭＡ

，
Ｔ
Ｌ

ｌｌｌｌｐ晒
霊、 乗車券類のご購入代金

TICKETSPRICE

内容
DETAIL

購入日
D（｢EOFPURCHASE

乗車日

DATEOFDEPARTURE
2025年10月28日 2025年11月5日

ひかり517号

品川
列車名・券種
利用区間 浜松

TO

二二.孔
凸呼

FROM

東海旅客鉄道株式会社

Central]apanRailwayCompany

吾録番号T3180001031569

唄榊

‘
、

？



領収書
No.001319142HOST 26/11/04

登録番号:T1010901015937

弾mE－No

ご利用期間2025/11/04～2025/11/05
ご利用日2025/11/04

童お名前田口 様

ご請求額

ご入金額

13,630円

13,630円(QR決済）

上記金額を領収致しました

◆ご利用明細◆
分）
曇ドリンクチケ
7一ボン(自社負

謎j職
じゃらんク

合計

15,130円
0円

-1,500円’
13‘630円

10%税込瀧認 13､630円
1‘239円

リッチモンドホテルプレミア仙台駅前

宮城県仙台市青葉区中央2-1‐1
仙台東宝ビル5F
TELO22-716－2856

FAXO22-716-2856

印紙税申告納

付につき玉川

税務署承認済

ごゆっくりおくつ,ろき下さい



烏睾 〒l‐津

県 外 調 査 概 要 書

令和7年11月5日

会派名・議員氏名

ふじのくに県民クラブ

田 口 章

目 的

①国交省職員からヒアリングした不動産特定共同事業(FTK)のスポーツ施設への導

入事例である｢FLATHACHINOHE｣について会派野球場PTとして視察調査した。

②自動車産業の新たな動向調査の為ジャパンモビリティショーを視察した。

年月日 令和7年11月4日～5日

場 所 ①八戸市、②東京ビッグサイト

内 容

1行程11/4自宅→高塚→浜松→東京→①八戸今仙台（泊）

11/5仙台‐東京→新木場今②国際展示場（東京ピッグサイト）→大崎

→品川→浜松→高塚

2 応対者 ①八戸市観光文化スポーツ部次長山本芳弘氏、他1名

3 聴取内容

②各ブース説明員との名刺交換はしていない

①FLATHACHINOHE(フラット八戸）

､

令和2年開設の国内初のアイスアリーナをベースとした多目的施設。アイスホ

ツケーやフィギュアスケートのほか、氷上に床材を敷設してバスケットボールな

ど多様な利用が可能。常設スタンドは1550席でアイスホッケー時は3500人程度

まで増設可。バスケット時は最大収容5000人。整備背景は、東北新幹線八戸駅西

地区における広域集客施設の誘致と、民間アイスアリーナの老朽化によるアイス

スポーツの利用需要への対応。

施設整備はFTKを活用してゼビオグループ傘下のクロススポーツマーケテイン

グ㈱が行った。現在の所有者は関連会社のXSMフラット八戸㈱･整備費用は公表

していないということだが、国交省資料によると約31．9億円とされている。資金

調達はゼピオホールデイングスの他、㈱日本政策投資銀行を中心とした地域金融

機関、さらにFTKの第4号事業者としてスターリングパートナーズ合同会社が参

加している。同社は施設運用においても第3号事業者として参画している。

八戸市は年間1.1億円を支払い､2,500時間の利用枠を確保し､競技団体や学校

体育、一般開放に充てている。運営側はプ?ロアイスホッケーチーム「東北フリー

ブレイズ」の試合、バスケットボールB2青森ワッツ戦、フィギュアイベント、e

スポーツ大会などを開催。また市は土地（約8億円相当）を30年間無償貸与し、

約2億円の補助金を交付。地方創生推進交付金を活用。市の利用枠（2,500時間）

は主に平日昼間や早朝に設定され、競技団体が有効活用している。利用料金収入

は年間1700万円程度。

国民スポーツ大会ではレスリング会場として利用予定で、コンサートやディズ

デーイベントなど多目的利用も検討中。市が30年間で支払う利用料・補助金の総
額は約36億円と見込まれるが、独自に建設することを考えれば、FTKを活用し

た民間主導の整備は自治体としてもメリットはあるようだ。



様式第2号

*本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

②ジャパンモビリティショー(JMS)

視察2日目は会派メンバーと別行動でJMSを視察した｡昔のモーターショーは、

各社が競ってニューモデルを発表する場として注目されていたが、今はクルマだ

けでなくモピリティ（移動手段）を使って社会や私たちの生活をいかに変えてい

くのかが主役。もちろん目を引くニューモデルやショーモデルもあるが、むしろ

EVや次世代技術の紹介が注目されていた。

国内メーカーではトヨタブースの充実が印象的。レクサスやセンチュリーなど

高級ブランドから、次世代エアモピリテイ(JobyAviation)、さらに子ども向け次

世代モビリティ(Kidsmobi)のほか、子どもが遠隔操作で運転を楽しめるコーナ

－には人だかりができていた。

海外メーカーではBYDが軽自動車セグメントのニューモデルや近未来的スポ

ーツモデルを展示するなど日本市場を狙って積極的に出展していたのが印象的。

県内関連メーカーでは、ヤマハ発動機㈱がヤマハ㈱とのコラボレーションで出

展しており、「地域ブランド」醸成につながるユニークな取り組みだった。またホ

ンダはホンダジェットやロケットも展示していた。

スズキは独自路線。来年度発売予定のEV｢e-Sky」のほか、e-Bikeなど小型モ

ピリテイ、さらに自動配送ロボットなど次世代ワークモビリテイを出展。また2

年前に続き、牛ふんを活用したCBG(圧縮バイオメタンガス）車を展示するなど

カーボンニュートラルに向けたマルチパスウエイ戦略が目を引いていた。

県内部品企業では、矢崎総業や小糸製作所、朝日電装、トヨタバッテリー、豊

田合成などがセンサー技術、コネクテッド技術などを活用した視覚に訴える展示

や体験コーナーで技術革新を伝えていた。このほかスカイドライブが大分、大阪、

志摩、岩手での今後の実装計画を展示しており、今後の次世代エアモビリテイへ

の期待が感じられた。

また自動車産業の課題とされている整備士不足に対し、国交省が子ども向けブ

－スを設置し、各メーカー協力の下PRに努めていたのも印象的だった。

4 県政への反映

①FLATHACHINOHEは民間主導の施設整備のため､篠原整備には直接活用す

ることはできないが、今後の自治体の施設整備にあたって官民連携は非常に大

切な考え方であることに変わりなく、地域特性を活かした施設整備や好立地の

場合の民間参入などに活用できる手法として引き続き研究したい。

八戸市からは「スケートのまち」という地域ブランドを創出するために市民

を巻き込む観点が重要とも感じた。「地域ブランド｣創出は、今後の地域づくり、

まちづくりに考慮すべきポイントである。

② 本県経済を支えてきたものづくり産業、とりわけモビリティ産業は大きな転

換期を迎えており、サプライチェーン全体を通して持続可能な発展につなげる

ことは雇用と経済、さらに税収確保に向けてきわめて重要な施策となる。

メーカーはそれなりの規模があるので、規制対応などを除き特に財政的な支

援の必要はないと考えるが、JMSに出展していた比較的規模が大きく独自技術

を有するサプライヤーに対する支援のあり方や、さらに小規模なサプライヤー

への支援については、引き続き、次世代自動車センター浜松と連携を深め、現

場目線の効果的な支援に対する検討が必要と感じた。



様式第1－1号

支 出 証 拠 書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー田口

一軍一 ）

※案分による支出がある場合は、領収書等の金額、案分率及び政務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に

記入すること。

華理番号 11－2

経費項目 調剖際讃研修費慰霊熊郛鑛会議費鯛'愉墳資繩鑑 ･事務費･調翻漬･人件費

内 容 県議会レポート令和7年11月号の発行

年 月 日 令和7年11月6日 金 額 68,850円

目 的 県政の方針や県議会の状況を県民に広報する

使 途 郵送料

県議会9月定例会の議会レポートを郵送した。今後も県民にわかりやすくお伝えしてい

く ○

く領収書貼付枠＞郵送料580通十レターパツクライト5通

Ⅱ

託

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

68,850円

安分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

68,850円
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様式第1－1号

支 出 証 拠 書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー田口 章 ）

鑿理番号 11－3

経費項目 調査研究費･研修費･暉蝿･鶏鞠靜爾貴･会議費･資料I賊費｡資繩静費･事務費･事翻i費･人件費

内 容 県政報告10月分(FMHaro)(広報費）

年 月 日 令和7年11月6日 金 額 35,440円

目 的 県政の方針や県議会の） 犬況を県民に広幸 するため

使 途 番組料金

政務活動．

県政との

関連性

10月27日放送分，平木副知事の「財政危機宣言レベルl報道を受けて、県の財政状況に

ついて報告した。

く領収謹占付枠＞

‐
い。りくださ

用ありがとうございます。

をご確認いただきお持ち帰
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ホンテン
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ハママツエフエ4ホウソウ（力様

97瓜

「EL

1－アキラ様

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

35,440円

安分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

35,440円
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ロ 求書’025年10月3旧No. 26065

閣謝mi76,
静岡県議会議員田口章 様

浜松エフエ
代表取締役社

〒430-0933

静岡県浜松市中

ザザシティ浜松
TEL:053-458-86

登録番号:T608'

蕊■■■ 夫匡

中央
]0．

T6080401004009

2025年10月 度

期間 2025/10/01~ 2025/10/31

上記の通りご請求申し上げます。

なお弊社の取引銀行は次の通りです。

浜松磐田信用金庫 本店営業部 普通No.0698431

三井住友銀行 浜松支店 普通No.7024266

※誠に勝手ではございますが、振込手数料は貴社ご負担

にてお願い申し上げます6

今回請求額

\35,000

前回請求額 入金額 繰越額 売上額 消費税額等

35,000 35,000 0 31，818 3，182

費 目 （税率） 請求金額 備 考

番組料金 (10.0%） 31,818 【KENGIDENight!】

小 計 31,818

消費税等 （10.0%） 3，182

合 計 \35,000



様式第1－1号

支 出 証 拠 書

(会派名・議員氏名 ふじのくに県民クラブ． 田口章）

轄理番号 11－4

経費項目 厨罰癩研修費広聴広報費蕊識艤罐鰻会議費資料作鑪資艫入費事務費･詞弼潰人件費

内 容 県外視察

年 月 日 令和7年11月12日～14日 金 額 57,826円

目 的 別紙報告書のとおり

使 途 交通費、 宿泊費、 視察研修会参加費

政務活動．

県政との

関連性

･慶應義塾全国議員連盟が実施する視察研修会と総会に参加した。

･ウェルピーイングに関する講演と自治体施策の事例調査､官民連携､民間の力を活かし

た地域活性化などを調査した 0 ．

く領収琴占付枠＞

○交通費

｡乗車券JR高塚=>銚子6,600円①､銚子→佐原682円②､佐原=泗録首858円②、四衛首-お茶の水858

円②、東京メトロお茶の水→国会議事堂178円②、浜松→高塚190円②

･特急券浜松→東京3,560円③、東京=>銚子1,480円④

｡新幹線乗車券特急券品川→浜松8,270円⑤

○宿泊費11/12ルートイン銚子駅西9,750円⑥、11/13お茶の水イン17,900円⑦

○参加会費視察研修会4,500円⑧、総会・研修会3,000円⑨

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

57,826円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

57,826円



No.19527613 エクスプレス予紘

表示日 2025年11月18日15時05分

領収書 ③③RECEIPT

宛名
RECEIVEDFROM

田口 章 様

お預かり番号

RESERVATIONNUMBER
2591

クレジットカード番号
CARDNUMBER

￥3，560（,0％・税込）
(クレジットカード利用･Creditcarduse)

乗車券類のご購入代金
TICKETSPRICE

金額計
TOTALAMOUNT

内容
DETAIL

購入日
D（｢EOFPURCHASE

乗車日

DATEOFDEPARTURE
2025年10月17日 2025年11月12日

ひかり636号

浜松
FROM

列車名・券種

利用区間 東京
宅

醇罰

TO

東海旅客鉄道株式会社

Central]apanRailwayCompany

登録番号T3180001031569’

R
JR東海 ①

、
１
ノ

Ｐ
口
８
０
Ⅱ
Ⅱ
９
＄

ｒ
、 ②
蕊

鼠ョ憶1

弓
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ｍ
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Ｎ
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蛎
書
；

領

収
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Ｎ
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０
１
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－
１

唾

４
１
１
１
‐
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
１
１
４
１

様

鐸 ￥6，600円
「消費税等込み･10%」

但し､乗車舞自(ｸﾚｼｯﾄ扱い)として
；｜

l
l

I

:“鶴、蕊繍溌登

ご利用いただきましてありがとうございます

蕊卿”

獄
用討
訓
叩
↓
ｊ

》
」
｛
自
向

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｲﾛI

呪。』 ﾉA

印紙税申告納

付につき名古屋中村

説務署承認済

■■現金出納社員



発行日 2025年11月18日15時01分

発行番号No.EOO1541299668001112

④ えきねっとご利用票兼領収書
下記の金額を、確かに領収しました。

東日本旅客鉄道株式会社

登録番号:T9011001029597

歴 田口章様

④

匡詞 ￥',480(税込'0%)ｸﾚｼｯﾄｶｰﾄ利用(カード番号 ）

｢恒C1 きっぷのご購入代金として

きつぷの明細

序詞蕾弓 EOO154

鳫天司 2025年10月17日

犀三目 2025年'1月'2日

○しおさい3号指定席列車名・区間

東京→銚子

厩1用天罰 おとな'名
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力
○
三

領収書
No.000194829HOST_ 25/11/1215:34

登録番-号:T7100001039005
[ﾁｴｯｸｲﾝ］ 惑

畳
Ⅷ

刀
ｍ
ｎ
ｍ
胃
で
引

。
ご
ロ
①
の
山
川

鄙
三

「
刀
○
三

脚
○
脚
、
伶
旨
血
曽
田

Ｎ
ｍ
ｃ
脚.』．-NC

田
口
川

矩
、
、
Ｍ
１
○
（
ぢ
ま
・
註
傍
）

（
、
や
哩
喧
丁
廿
ｌ
宝
竺
罰
・
Ｑ
８
一
斤
Ｂ
ａ
５
巴

⑤
ご利用期間2025/11/12～2025/11/13
ご利用日2025/11/12

堂名前タグデァキラ 様

⑤ご請求額 9,750円

上記金額を領収致しました

鼻
満
註

引
○

ホテルルートイン銚子駅西
千葉県銚子市三軒町16－13

TELO50-5211-5810
FAXO479-22-2021

糊
冊
、

ロ
亜
「
ｍ
○
「
ロ
、
ロ
ア
カ
引
匡
刀
、

丑
咽

ｐ
ｍ
ヨ
ア
目
行〆

印紙税申告納

付につき品川

税務署承認済

ルートインジャパン株式会社
東京都品川区大井1－35－3作成地

州
冊
琲
溌
Ｓ
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濡
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葬
恥

引
胃
、
六
ｍ
計
の
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刀
胃
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ｍ

脚
○
Ｎ
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伶
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皿

◆ご利用明細◆

こ'請求額 9,750円
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諸齢I自認象合計，｡750円9,750円

内消費税 886円）

ご入金額 9‘750円(VISA)
-軒一一一一一一山一一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一ﾛ巳一一一一 蕪

L、.｡､典

公



I

⑥
JTELOCHANOM|

宙古-茎R寺芒

罫録番号:T4010001006958

昨
鄙
誰
拙

勘定には消費祝か加算
addedtovourbill.

会孑

lDDR

用をお待1

r)TwRTdtc

:うごさいました。またの〈

ouforpatronage.Weloc gyouag岩



’

⑤⑥

聿自

領収

令和7年11月12日

4500P ’

但し、慶應義塾全国議員連盟視察研修会参加費として
上記金額正に領収いたしました

慶應義塾全国議員連

会長 壺田菫

’

⑦領収

聿自

令和7年11月14日

静岡県議会議員 田口章様

\3,OOO円
但し、慶應義塾全国議員連盟令和7年度総会参加費として

上記金額正に領収いたしました

慶應義塾全国議員

会 長 壺田

補記：「総会」と記載があるが、添付資料の通り内容は「研修会」である 1



令和7年10月吉日

会員各位

慶應義塾全国議員連盟

会 長 壺田重夫

慶應義塾全国議員連盟令和7年度総会｡視察研修会のご案内

日頃のご活躍に敬意を表します｡令和7年度の総会をご案内させていただきます。

本年度は総会の開催に合わせて視察研修会を開催いたします｡総会｡研修会のテ

ーマは､官民連携の他､近年G6beyondGDP"として注目される｢ウェルビーイング」

について取り上げます。

お忙しい時期とは存じますが､積極的にご参加いただき情報交換するとともに､皆

様方の活動の参考にしてください6多数のご参加をお待ちしております。

＜記＞

1.令和7年度総会

○第1部

日時 2025年ll月14日(金)13:30(受付開始13:00～）

会場 慶應義塾三田キャンパス南館4階会議室

会費 3,000円

日程 13:30～14:00会議

14:00～14:15休憩･講演準備

14:15～15:15都倉武之福澤研究センター教授講演

「ウエルビーイングの視点から見た福澤諭吉」

15:15～15:30休憩･講演準備

15:30～16:45中澤仁環境情報学部教授講演

「AIとIoTによる地域ウェルビーイング」

16:45～17:45会議～閉会

○第2部

懇親会

会場

会費

18:00～

南校舎3階「社中交歓萬來舍」

6，000円



2．令和7年度置視察研修会

2025年ll月12日(水)～14日（金）

【視察1]12(水)13:30～16:30

千葉県銚子市役所･現地(銚子市若宮町1-1ほか）

・地域資源を活かした洋上風力発電､産業観光

【視察2】13（木）9:30～ll:30

千葉県香取市役所(香取市佐原ロ2127）

道の駅･川の駅｢水の郷さわら｣(香取市ｲ3981-2）

・官民連携による道の駅･川の駅｢水の郷さわら｣整備

【視察3]13(木)14:30～16:30

千葉県四街道市役所(四街道市鹿渡無番地）

・産学官連携による健康･ウェルビーイング向上の取組

・官民連携による社会課題の解決に向けた取組

・千葉市･市原市･四街道市による広域連携事業

【勉強会】14(金)10:00～ll:30

衆議院第一議員会館会議室(千代田区永田町2－2-1)

・トランプ関税の地方経済への影響と国の対応

日 時

日程

参加会費 4,500円(全日程)～1,500円(視察参加箇所数xIOOO円+500円）

タクシー代､視察先手土産代としてご協力願います。

鉄道交通費は各自お支払いください。

※ご不明な点は幹事|■■■■ロまでお問い合わせください。



様式第2号

県 外 調 査 概 要 害

令和7年11月14日

会派名・議員氏名

ふじのくに県民クラブ

田 口 章

目 的 慶應義塾全国議員連盟が行う視察研修会、総会への参加

年月日 令和7年11月12日～14日

場 所 千葉県銚子市、香取市、四街道市、衆議院第一議員会館、慶應義塾三田キャンパス

内 容

1行程11/12自宅→高塚=>浜松=〉東京→①銚子市（泊）

11/13銚子市二②香取市→③四街道市→お茶の水（泊）

11/14お茶の水→④衆議院第一議員会館今⑤⑥慶應義塾大学→品川→浜松→高塚

2応対者①銚子市長越川信一氏、秘書広報課長垣沼孝一氏

②香取市長伊藤友則氏、商工観光課長伊藤教文氏ほか2名

③四街道市長鈴木陽介氏、みんなで課長岩井裕氏ほか3名

千葉大学名誉教授・グランドフェロー近藤克則氏ほか1名

岩渕薬品代表取締役社長岩渕琢磨氏ほか3名

㈱PoljPoh執行役員 官民連携ﾃｨﾚｸﾀｰ圃
④経済産業省製造産業局総務課（米国関税担当）課長補佐長谷川亘氏

3 聴取内容

⑤慶應義塾福澤研究センター都倉武之教授

⑥慶應義塾環境情報学部中澤仁教授

①銚子市「地域資源を活かした洋上風力発電、産業観光」

､銚子沖海岸は通年で風が強く、加えて水深20m以内の浅い海が広がることから着

床式洋上風力発電の設置に適しており、国は秋田県や長崎県など9地域とともに太

平洋側では唯一となる「促進地域」に指定し洋上風力発電の導入を進めてきたb

競争入札の結果、三菱商事などにより2028年度の完成に向け31基40万キロワ

ツトの洋上風力発電施設の計画が進められてきたが、今年8月に事業者側から採算

が取れないことなどを理由に撤退の意思が示された。

三菱商事は秋田沖を含む3地域から同時に撤退したが、それ以外の促進地域の計

画は他の事業者により進められている。採算面の懸念など課題はあるが、主要産業

でもある漁業者の理解も得られていることから銚子市・千葉県としては引き続き、

地域特性を活かした地域活性化事業として進めていく構え。

あわせてこの地域で古くから発展している「ヤマサ醤油」の工場も視察した。あ

いにく施設改修中とのことで工場内は見ることができなかったが、和歌山県から

潮に乗って来た人々から醤油製造技術が入ってきたという。

a香取市「官民連携による道の駅・川の駅『水の郷さわら』整備」

｢水の郷さわら」はH10年頃から国・県・市により検討が進められてきた事業で、

地域活性化のまちづくり・防災拠点としてPFI(BTO)方式により整備された。H22

年7月の開業後15年間の1期事業が終了し、本年度から新たに15年間の第2期事



「
トー 〒1．＝

業に入った。今期はDBO方式を採用している。

利根川のスーパー堤防としての防災機能に加え、水辺利用、文化交流、交通拠点

の計4つの機能を持ち、1期目は「さわらリバー㈱」をSPCに、2期目は構成事業

者を少し変えて進めている。

1期目の来場者は年82万人の当初目標に対し116万人、売上高も11億円を超え

る高評価を得ており、2期目はさらに近隣の歴史文化拠点との結節点としての活用に

期待が持たれている。

③四街道市

○産学官連携による健康。ウェルピーイング向上の取り組み

千葉大学の研究によるエピデンスに基づく、住民の健康・ウェルビーイングにつ

ながる仕組みづくりを、大学と民間事業者そして市が連携して進める非常にユニー

クな取り組み。

近藤教授は千葉大学予防医学センター「社会予防医学研究部門」「健康まちづくり

共同研究部門」のほか（一社）日本老年学的評価研究機構でも研究を進めており、

国内76自治体約23万人のピッグデータを解析して、社会参加者が多い自治体ほど

フレイル該当者の割合が少ないとの分析を得、社会参加の場づくりを進めている。

場づくりには、行政、企業、NPO、財団、有志団体などを巻き込んでおり、個別ア

プローチでは解決できなかった社会課題の解決を目指す「コレクテイブインパクト

(Collective-Impact)」に取り組んでいる。

この考え方を使いPFS(PayfbrSuccess)/SIB(SociallmpactBond)につなげ

る動きもある。例を挙げれば「高齢者の場づくり設置におカネはかかるが、その分

介護費用が抑制されれば行政コストは下がる」というもの。これからは介護負担の

ようにコスト換算できるものだけでな く、幸せ・ウェルピーイングにつながる投資

も評価できるようにしていきたいとのこと。

○官民連携による社会課題の解決に向けた取組

㈱PoliPoliは政治と住民をつなぎ政策を共創するためのプラットフォームを運営

している。最も大きな事業はスタートアップ企業などの政策提言サポート。また議

員や自治体の政策立案・検討に際し、住民から特定政策について広く意見やニーズ

を収集しAIによる分析なども活用して可視化・整理するサービスも提供している。

例えば国民民主党の「103万円の壁」にも携わったとのこと。また富裕層などから2

億円ほどの寄附金を集め100-300万円ほどの資金を提供し政策立案を支援してい

る｡説明者の■■■は元浜松市職員｡驚いた。

○千葉市・市原市・四街道市による広域連携事業

3市は鉄道や主要道で結ばれ市域を超えての就業や就学者が多いことから､千葉市

の呼びかけで連携をはじめH28年度に総務省の水平連携モデル事業に採択された。

具体的には「保育施設の共同整備・管外保育・事業所内保育の推進｣、「地域子育

て拠点・一時預かりの相互利用｣、「ファミリーサポートセンターの相互利用｣、「連

携事業の情報発信」など。特に管外保育はR6年度に四街道市の児童1284人が千葉

市の保育所を利用している。

事業によっては調整が難しいものも多いが、現在では観光分野、産業・雇用分野、



＝ 可－1．＝

広報分野でも連携事業を行っている。

④米国関税措置の影響と対応

2024年の対米輸出総額は1480億ドルで、品目別にみると最も大きいのが自動車

及び同部品の513億ドル（34％)、次に生産用・業務用汎用機械361億ドル（24％)、

エレクトロニクス192億ドル（13％）などとなっている。

2025年9月の日本からの地域別輸出額を見ると、全世界向け輸出額は前年同月比

+4.2％だが、米国向けだけが大きく減少しており▲13.3％となっている。品目別で

は自動車が▲6.2％と圧倒的に大きく、輸出台数は10．1万台（前年同月比▲14.2％)、

輸出額は3636億円（同24.2％）となっている。メーカー各社は利益を抑え、台数

を確保している様子がうかがえる。一方、鉄鋼や建設用機械・鉱山用機械などBtoB

製品は直接関税の影響を受けている様子はない。

8月18日から鉄・アルミニウムの「派生品」も関税対象にした。建設機械や農業

機械など幅広い製品が課税対象になり影響が懸念される。

政府の対応は4月に出された緊急対応パッケージが基本となっており、10月末ま

での全国の相談窓口への問い合わせは7308件で、関税措置の詳細内容が半数を超

え、資金繰り相談が4割近くとなっている。

⑤ウェルビーイングの視点から見た福澤諭吉

福澤先生はSociety(社会）という言葉を「人間交際（じんかんこうさい)」と訳

していた。人が交わるのが社会ということで、人がいるだけでは社会ではない。ま

ずインクルージョンが大切であり、先生は常に周縁（少数派／非主流派）に立ち社

会を見、まわりを巻き込んでいった。

｢人の世を渡るは猶舟に乗りて海を渡るが如し。舟中の人固より舟と共に運動を

与にすと錐も、動もすれば自ら運動の遅速方向に心付かざるこ と多し（自ら舟に乗

っていると今の自分の位置がわからないもの)」との文章からもそのことがうかがえ

る。幸福度は主観と客観の両面からみることの大切さも伝えている。

また欧州訪問を記録した「西洋事情」では政治、経済、産業、外交、教育などに

加え、病院、福祉にも注目していた。当時から誰ひとり取り残さない社会を描いて

いたと考えられる。学問を通してそうした社会を目指していたことがうかがえる。

⑥AIとIoTによる地域ウェルビーイング

教授の言う「地域ウェルピーイング」は「住民が幸せなまちづくり」であり、湘

南地域の自治体で実践している。幸せを創るためにこれまでどちらかと言えば「物

質的アプローチ」を中心に進めてきたが、今後は「非物質的アプローチ（情報)」が

カギになってくる。モノは有限だが情報は無限に近い。

非物質的アプローチの「例」として、家庭ごみの減量、住民の孤立・孤独防止、

行方不明高齢者の発見、道路維持管理、発災時の迅速避難などに取り組んでいる。

例えば「ごみゼロ湘南」では、従来のごみ統計データは粒度が荒く住民のアクシ

ヨンにつながりにくかったが、藤沢市、鎌倉市ではごみ収集車にGPU(エヌピディ

ア半導体）計算機を搭載し、収集場所ごとの排出量がわかるようになっている。こ

れにより他の場所（家）との比較ができ排出抑制につなげている。
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＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

また「孤立・孤独予防」では、大磯地方創生事業推進コンソーシアムを作り、帰

属するコミュニティや人のつながりを改善している。年齢層別に孤立孤独感の強さ

や地域活動に参加しない理由を分析し、属性ごとにアプローチ手法を変え参加を促

している。

こうした「スマートシテイ」はIT化と考えられがちだが、「情報の力で豊かな地

域を創る」ことが大切。すなわち「情報収集→解析→発信→人が入手-→人が行動→

情報収集→……」のサイクルを回すことであり、ここにIoTとAIの出番がある。さ

らに今後は人口減少の中、AI｡IoTを職員の代わりに活用することが重要。

4 県政への反映

①洋上風力は遠州灘や伊豆半島沖でも期待されているが、太平洋側ではまだ千葉県

と和歌山県、岩手県しか国の区域指定を受けていない。また本県では浮体式とな

る可能性が高いことからコスト面での課題もあることが分かった。なかなか難し

いと感じた。

②官民連携(PFI)による施設整備の場合、民間事業者の意見を中心としたソフトコ

ンテンツの充実がカギを握る。今後の施設整備においては官による民間への口出

しは避けるべき。

③－1本県でも社会健康医学大学院大学による健康寿命延伸の研究が行われている

が、そこに自治体と民間事業者が加わり社会実装を進めるのが四街道の取り組み。

本県も一部地域で活動しているが、エリアを拡大し広く県民の健康ウェルビーイ

ングに資する取り組みとすべきと感じた。またPFS/SIBなど民間事業者を巻き込

むための仕組みづくりも大切。豊田市の事例も聞いたので一度調査したい。

③－2本県も今年PoliPohとの協定を結んだ。県の意図は社会課題解決のためのスタ

ートアップ連携が主だと思うが、個人や会派の政策立案への活用も検討したい。

③－3自治体の広域連携は以前から推進するよう提言しているが本県ではなかなか進

んでいない。今回のケースではやれるもの、やりやすいものをやれる地域で進め

ることが肝心と感じた。こうしたヒントを提供できるようにしたい。

④中間決算を見ても自動車産業への影響が極めて大きく、今後の本県経済への影響

が懸念される。さらに鉄アルミ派生品となる工作機械など本県の機械製造業への

影響も注意する必要がある。国の新たな対策は示されていないが、現場目線の支

援策の検討が不可欠。

⑤福澤先生の生涯は、「社会をみんなのものにし、より豊かに、より幸せにする｣、

まさに「ウェルピーイング＆インクルージョン」に象徴されると感じた。塾出身

者としてそういう社会を目指していたことを共有し、私も目指していく。

⑥中沢教授の取り組みは四街道市の「コレクテイブインパクト」の実践のひとつで

あり、それをAI･IoTで効果的効率的に運用している事例と感じた。すでにこう

した先進自治体があるのであらためて本県においても実践につなげていきたい。
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支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・田口章）

；

UUOO4;

]1376〔

10:57

16:27

5:3［

700円

他
峪
仙
へ

』
鑿理番号 11－5

経費項目 調罰鶴･研修費･広卿歯籟．露調識馴翻資料倫墳･資料購入費･事務費． 事諏漬･人件費

内 容 県庁にて会派総会

年月 日 令和7年11月21日へ令和 年 月 日 金 額 5,360円

目 的

骸当項目に丸ED 朧ﾉ(ｿ"ソ．池兀雲＝倉割"亘･F"KI/y調雪｣曰~巳’）
．｣以猛{百男U:頁可叶Uノー 。

使 途

骸当項目に丸ED 犀笥･宿泊費･厘魂]･その他

政務活動．

県政との

-関連性

骸当項目に丸ED

・議会。委員会等質問のため、関係部局の事業・主要施策等を確認する。

・地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを確認する。

・確認した事業の課題内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

囹辰丙冒砺專疋藺孑冒預訂琵存『て~意見あ燕~r辱羅行5コ

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

5,360円■

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

5,360円



様式第1－1号

支 出 証拠害

(会派名・議員氏名 ふじのくに県民クラブ・田口章）

.]｣‘又;.‐．

蕊弓琿番号

１
｛

1－6

経費項目 錘研修費鰯離職費婁調需舗農 会議費 ･資洲賊費･資繩瀞費･事務費･雫濱･人件費

内 容 県庁にて調査

年 月 日 令和7年11月27日～令和 年 月 日 金 額 5,040円

目 的

骸当項目に丸則

|部局事業ヒアリン刻・地
その他調査（

元要
）
望活動調査・会派内調整打合せ・政務活動資料の整理．

使 途

骸当項目に丸日1 展頭･宿泊費･駐車料･その他

政務活動．

県政との

関連性

骸当項目に丸ED

議会・委員会等質問のため、 関係部局の事業・主要施策等を確認する。

・地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針・進捗状況などを確認する。

厩E売雲あ羅丙燕露厩房完疋〒語~了顯吾專あ寶簡E反暎亮51
議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

・会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整・集約を行う。

▲ ﾘﾖIU王 二J■1 ヨワ､一四

I
=srum!･皿｡】ﾛ,,膣I‘【･''■■1■■
25年11月27日
\2,330
0UO3B4B67B91

3 nnl／雫ﾜR11息任勉止且口上

浜 松し静 岡

自由席

弓司函跡励ﾖ■ず凸】暉医ー ●●
日 産＝ ■■

嗣函p刀……基臼届混一皿『昌副晦罰 司記…和■固■画F酉二二画

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

5,040円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

5,040円
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支 出 証 拠 書

(会派名・議員氏名 ふじのくに県民クラブ・ 田口 章）

整理番号 11－7

経費項目 緬霜･研修費･広聴広報費・要誹綜稀鑛･会議費･鮮昨励漬･資繩青入費･事務費･講翻漬･人件費

内 容 政務調査研究

年 月 日 令和7年11月29日～令和 年 月 日 金 額 5,860円

目 的 拉致問題を考える国民の集いイン静岡への参加・意見交換

使 途 交通費、駐車場代

政務活動

県政との

関連性

｡同集会に県議会拉致議連副会長として参加し､意見交換を行った｡若者を含め幅広い年

代への啓発が重要であり、今後も努めていく。

く領収書貼付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

5,860円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

5,860円
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